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(57)【要約】
【課題】吹抜け部を有する建物において、コミュニケー
ションを容易に図る。
【解決手段】建物Ｘは、１階に設けられたダイニングキ
ッチン１２と、２階に設けられた２階居間２０と、ダイ
ニングキッチン１２及び２階居間２０に連通する第一の
吹抜け部Ｒ１とを有している。第一の吹抜け部Ｒ１の床
Ｒ１ｆは、ダイニングキッチン１２側（南側）よりもダ
イニングキッチン１２側とは反対側（北側）が高い雛壇
状に形成されている。これにより、第一の吹抜け部Ｒ１
の床Ｒ１ｆに座る人又は雛壇の段部に腰掛けている人な
ど第一の吹抜け部Ｒ１にいる人と、２階居間２０にいる
人との高さ方向の距離が近くなる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一階層部と、前記第一階層部の上方に位置する第二階層部と、前記第一階層部及び前
記第二階層部に隣接するとともに前記第一階層部及び前記第二階層部に連通する第一の吹
抜け部と、を有する建物であって、
　前記第一階層部の床と前記第一の吹抜け部の床とは連続しており、
　前記第二階層部の天井と前記第一の吹抜け部の天井とは連続しており、
　前記第一の吹抜け部の床は、前記第一階層部側よりも前記第一階層部側とは反対側が高
い雛壇状に形成されている、建物。
【請求項２】
　前記第二階層部の床は、前記第一の吹抜け部側が前記第一の吹抜け部側とは反対側より
も低い雛壇状に形成されている、請求項１に記載の建物。
【請求項３】
　雛壇状に形成された前記第二階層部の最も床高さが低い部分を最低床部とし、
　前記最低床部の直下に位置する前記第一階層部の天井の高さは、前記最低床部以外の直
下に位置する前記第一階層部の天井の高さよりも低く、
　前記第一階層部における前記最低床部の直下には、第一の着座装置が設けられている、
請求項２に記載の建物。
【請求項４】
　前記第一の着座装置は、テーブルであるとともに、前記第一の吹抜け部の雛壇状の床に
近接する位置に配置されている、請求項３に記載の建物。
【請求項５】
　前記第二階層部の床の前記第一の吹抜け部に面する端縁には、透視性を有する手摺りが
設けられている、請求項１から４のいずれか一項に記載の建物。
【請求項６】
　前記第一の吹抜け部の床の最上段部には、第二の着座装置が設けられている、請求項１
から５のいずれか一項に記載の建物。
【請求項７】
　前記第一階層部と前記第二階層部との間を昇降するための主昇降手段と、
　前記第一の吹抜け部の床の最上段部と前記第二階層部との間を昇降するための補助昇降
手段と、を更に備える、請求項１から６のいずれか一項に記載の建物。
【請求項８】
　前記第一階層部及び前記第二階層部に隣接するとともに前記第一階層部及び前記第二階
層部に連通する第二の吹抜け部を更に備え、
　前記第二の吹抜け部は、前記第二階層部の床における前記第一の吹抜け部に面する端縁
に対して直交する端縁に沿って設けられている、請求項１から７のいずれか一項に記載の
建物。
【請求項９】
　前記第二階層部の上方に位置する第三階層部と、
　前記第二階層部と前記第三階層部との間を昇降するための直階段と、を更に備え、
　前記第二の吹抜け部は、前記第一階層部、前記第二階層部及び前記第三階層部に隣接す
るとともに前記第一階層部、前記第二階層部及び前記第三階層部に連通し、
　前記直階段は、前記第二の吹抜け部に設けられ、
　前記直階段の上り方向は、平面視において、前記第一の吹抜け部に向かう方向である、
請求項８に記載の建物。
【請求項１０】
　前記第一の吹抜け部の床には、床下収納が設けられている、請求項１から９のいずれか
一項に記載の建物。
【請求項１１】
　前記第一の吹抜け部の天井は、前記第二階層部側よりも前記第二階層部側とは反対側が
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低い、請求項１から１０のいずれか一項に記載の建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の一側面は、吹抜け部を有する建物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建物において、１階と２階との間のコミュニケーションの促進を目的として、１階と２
階とをつなぐ吹抜け部を設けることがある。このような吹抜け部を有する建物が、例えば
特許文献１に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１４１１４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　吹抜け部によって１階と２階とをつないだ場合、１階と２階との間で声を掛け合ったり
、気配を感じ取ったりすることが容易となる。しかしながら、１階にいる人と２階にいる
人とが互いに顔を合わせるためには、２階にいる人が吹抜け部近傍まで近寄って１階を見
下ろす必要がある。或いは、１階にいる人が後方（２階のにいる人から離れる方向）に下
がって、２階を見上げる必要がある。このように、吹抜け部を有する建物においても、下
階と上階との間のコミュニケーションをより一層図ることが可能な構成が望まれている。
【０００５】
　そこで、本発明の一側面は、吹抜け部を有する建物において、コミュニケーションを図
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一側面は、第一階層部と、第一階層部の上方に位置する第二階層部と、第一階
層部及び第二階層部に隣接するとともに第一階層部及び第二階層部に連通する第一の吹抜
け部と、を有する建物であって、第一階層部の床と第一の吹抜け部の床とは連続しており
、第二階層部の天井と第一の吹抜け部の天井とは連続しており、第一の吹抜け部の床は、
第一階層部側よりも第一階層部側とは反対側が高い雛壇状に形成されている。
【０００７】
　この建物において、第一の吹抜け部の床は、第一階層部側よりも第一階層部側とは反対
側が高い雛壇状に形成されている。これにより、第一の吹抜け部の床面に座る人又は雛壇
の段部に腰掛けている人など第一の吹抜け部にいる人と、第二階層部にいる人との高さ方
向の距離が近くなる。従って、第一の吹抜け部にいる人と第二階層部にいる人とが自然に
対面しやすくなり、両者が顔を合わせながらコミュニケーションを容易に図ることができ
る。
【０００８】
　第二階層部の床は、第一の吹抜け部側が第一の吹抜け部側とは反対側よりも低い雛壇状
に形成されていてもよい。この場合、第一の吹抜け部にいる人と、第二階層部にいる人と
の高さ方向の距離がより一層近くなる。従って、第一の吹抜け部にいる人と第二階層部に
いる人とがより一層自然に対面しやすくなる。
【０００９】
　雛壇状に形成された第二階層部の最も床高さが低い部分を最低床部とし、最低床部の直
下に位置する第一階層部の天井の高さは、最低床部以外の直下に位置する第一階層部の天
井の高さよりも低く、第一階層部における最低床部の直下には、第一の着座装置が設けら
れていてもよい。第一の着座装置が設けられていることにより、第一階層部における最低
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床部の直下に位置する空間は、着座を前提とした空間となる。ここで、着座を前提とした
空間とは、天井高さを高く確保する必要性が低い。このように、第二階層部の床を雛壇状
に形成してコミュニケーションの促進を図りつつ、第一階層部において天井高さが低くな
る空間を有効利用できる。
【００１０】
　第一の着座装置は、テーブルであるとともに、第一の吹抜け部の雛壇状の床に近接する
位置に配置されていてもよい。この場合、雛壇状に形成された第一の吹抜け部の床の段差
部分に腰掛けて、テーブルを利用することができる。このように、第一の吹抜け部の床の
段差部分を有効利用できる。
【００１１】
　第二階層部の床の第一の吹抜け部に面する端縁には、透視性を有する手摺りが設けられ
ていてもよい。この場合、第二階層部の人が第一の吹抜け部近傍まで移動しなくとも、第
一の吹抜け部にいる人と第二階層部にいる人との間での視認性を確保できる。
【００１２】
　第一の吹抜け部の床の最上段部には、第二の着座装置が設けられていてもよい。第二の
着座装置が設けられる位置は、第一の吹抜け部において第二階層部にいる人を最も視認し
やすい位置である。従って、第二の着座装置に座ることにより、第一の吹抜け部にいる人
と第二階層部にいる人とのコミュニケーションをより一層容易に図ることができる。
【００１３】
　建物は、第一階層部と第二階層部との間を昇降するための主昇降手段と、第一の吹抜け
部の床の最上段部と第二階層部との間を昇降するための補助昇降手段と、を更に備えてい
てもよい。これにより、主昇降手段及び補助昇降手段を用いて、第二階層部と第一階層部
とを容易に往来できる。また、補助昇降手段が第一の吹抜け部の最上段部に設けられてい
るので、補助昇降手段を用いて昇降する距離が短くなる。
【００１４】
　建物は、第一階層部及び第二階層部に隣接するとともに第一階層部及び第二階層部に連
通する第二の吹抜け部を更に備え、第二の吹抜け部は、第二階層部の床における第一の吹
抜け部に面する端縁に対して直交する端縁に沿って設けられていてもよい。これにより、
第一の吹抜け部にいる人と第二階層部の奥まった位置（第一の吹抜け部から離れた位置）
にいる人とが、互いに第二の吹抜け部を介して容易に視認することができる。
【００１５】
　建物は、第二階層部の上方に位置する第三階層部と、第二階層部と第三階層部との間を
昇降するための直階段と、を更に備え、第二の吹抜け部は、第一階層部、第二階層部及び
第三階層部に隣接するとともに第一階層部、第二階層部及び第三階層部に連通し、直階段
は、第二の吹抜け部に設けられ、直階段の上り方向は、平面視において、第一の吹抜け部
に向かう方向であってもよい。この場合、第一の吹抜け部にいる人と第二階層部にいる人
とが第二の吹抜け部を介して互いに視認する際の視認性を、直階段が阻害することを抑制
できる。また、第二の吹抜け部の上方の空間を階段スペースとして有効利用できる。
【００１６】
　第一の吹抜け部の床には、床下収納が設けられていてもよい。この場合、雛壇状に形成
することによってできる床下空間を有効利用することができる。
【００１７】
　第一の吹抜け部の天井は、第二階層部側よりも第二階層部側とは反対側が低くてもよい
。この場合、第二階層部にいる人の視線方向が自然と下方向を向く。これにより、第二階
層部にいる人が第一の吹抜け部にいる人と自然に対面しやすくなる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の一側面によれば、吹抜け部を有する建物において、コミュニケーションを図る
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
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【００１９】
【図１】実施形態に係る建物の１階の間取りを示す平面図である。
【図２】実施形態に係る建物の２階の間取りを示す平面図である。
【図３】実施形態に係る建物の３階の間取りを示す平面図である。
【図４】図１におけるＩＶ－ＩＶ線に沿った断面図である。
【図５】図１におけるＶ－Ｖ線に沿った断面図である。
【図６】図１におけるＶＩ－ＶＩ線に沿った断面図である。
【図７】採光窓から至光部に光が導かれる様子を模式的に示す断面図である。
【図８】変形例に係る建物を模式的に示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、図面の説明にお
いて同一の要素には同一の符号を付し、重複する説明を省略する。
【００２１】
　図１～図６に示すように、建物Ｘは、平面視で略矩形状に形成された外周壁Ｗによって
囲まれた３階建ての住宅用建物である。本実施形態では、部屋等の配置説明を容易にする
ため、図１～図３の方位記号が示す通り、上方向を北側として説明する。
【００２２】
　建物Ｘの１階について説明する。図１及び図４～図６に示すように、建物Ｘの１階には
、玄関土間１０、１階居間１１、及びダイニングキッチン（第一階層部）１２が設けられ
ている。玄関土間１０は、１階の南東の角部に設けられている。玄関土間１０の南側には
、玄関ドア１０ａが設けられている。１階居間１１は、玄関土間１０の北側に隣接し、且
つ外周壁Ｗの東側外周壁Ｗ１及び北側外周壁Ｗ２に沿って設けられている。１階居間１１
と玄関土間１０との間には、開閉可能な建具１０ｂが設けられている。ダイニングキッチ
ン１２は、１階の南西の角部に設けられている。すなわち、ダイニングキッチン１２の東
側及び北側は、平面視でＬ字状に設けられた１階居間１１によって囲まれている。
【００２３】
　図２及び図４～図６に示すように、建物Ｘの２階には、２階居間（第二階層部）２０、
及び寝室２１が設けられている。２階居間２０は、２階の南側の位置に設けられている。
２階居間２０の床２０ｆにおける北西の角部と、外周壁Ｗの西側外周壁Ｗ３とは離間して
いる。すなわち、２階居間２０の北西の角部と西側外周壁Ｗ３との間に第二の吹抜け部Ｒ
２が設けられている。第二の吹抜け部Ｒ２は、１階のダイニングキッチン１２の床から３
階の天井に亘って設けられている。第二の吹抜け部Ｒ２は、ダイニングキッチン１２、２
階居間２０及び後述する３階居室３０に隣接するとともに、ダイニングキッチン１２、２
階居間２０及び３階居室３０に連通している。第二の吹抜け部Ｒ２は、平面視において、
南北方向に延びている。
【００２４】
　２階居間２０の床２０ｆには、開口部２０ｃが設けられている。開口部２０ｃは、南北
方向に延びている。開口部２０ｃは、東側外周壁Ｗ１と所定距離離間している。開口部２
０ｃの端縁と、１階居間１１の床とは、第一の直階段（主昇降手段）Ｓ１によって接続さ
れている。第一の直階段Ｓ１は、開口部２０ｃを介して１階と２階との間を昇降するため
の階段である。第一の直階段Ｓ１の昇降方向は、南北方向に延びている。第一の直階段Ｓ
１は、南側から北側に向かって下る向きに設けられている。平面視において、第二の吹抜
け部Ｒ２と開口部２０ｃとは、南北方向の位置がほぼ同じとなっている。
【００２５】
　寝室２１は、２階の北東の角部に設けられている。寝室２１と西側外周壁Ｗ３とは離間
している。２階居間２０の北西の角部と北側外周壁Ｗ２とは離間している。すなわち、寝
室２１の西側に第一の吹抜け部Ｒ１が形成されている。第一の吹抜け部Ｒ１は、１階居間
１１の床から２階の天井に亘って設けられている。すなわち、１階居間１１の北西の角部
は、第一の吹抜け部Ｒ１となっている。
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【００２６】
　第一の吹抜け部Ｒ１と第二の吹抜け部Ｒ２とは、西側外周壁Ｗ３に沿って、南北方向に
おいて互いに連通している。２階居間２０の床２０ｆにおける第一の吹抜け部Ｒ１に面す
る端縁を端縁２０ｆａとする。第二の吹抜け部Ｒ２は、床２０ｆの端縁２０ｆａに対して
直交する端縁２０ｆｂに沿って設けられている。
【００２７】
　２階居間２０は、基準床部２０ａ、及び低床部（最低床部）２０ｂを有している。低床
部２０ｂは、第二の吹抜け部Ｒ２と開口部２０ｃとの間に設けられている。基準床部２０
ａは、低床部２０ｂの南側、及び開口部２０ｃの東側に広がっている。低床部２０ｂは、
基準床部２０ａよりも床レベルが低い。
【００２８】
　低床部２０ｂにおける開口部２０ｃ側（東側）の端縁には、南北方向に延びる手摺り２
２ａが設けられている。手摺り２２ａは、透光性を有する。低床部２０ｂにおける第一の
吹抜け部Ｒ１に面する側（北側）の端縁２０ｆａには、東西方向に延びる手摺り２２ｂが
設けられている。手摺り２２ｂは、透視性を有する。低床部２０ｂにおける第二の吹抜け
部Ｒ２に面する側（西側）の端縁２０ｆｂには、南北方向に延びる手摺り２２ｃが設けら
れている。手摺り２２ｃは透視性を有する。手摺り２２ａ～２２ｃとして、例えば、線材
を格子状に配置して形成された手摺り、或いは、透明な板材等で形成された腰壁状の手摺
り等を用いることができる。
【００２９】
　図３及び図４～図６に示すように、建物Ｘの３階には、３階居室（第三階層部）３０、
洗面・浴室３１、及びベランダ３２が設けられている。３階居室３０は、３階の南側の位
置に設けられている。３階居室３０は、基準床部３０ａ、及び低床部３０ｂを有している
。低床部３０ｂは、３階居室３０の北東の角部に設けられている。低床部３０ｂは、基準
床部３０ａよりも床レベルが低い。３階居室３０の床３０ｆには、開口部３０ｃが設けら
れている。開口部３０ｃは、西側外周壁Ｗ３に隣接し、南北方向に延びている。
【００３０】
　建物Ｘの３階において第二の吹抜け部Ｒ２には、第二の直階段（直階段）Ｓ２が設けら
れている。第二の直階段Ｓ２は、開口部３０ｃの端縁と、２階居間２０の床２０ｆとを接
続している。第二の直階段Ｓ２は、開口部３０ｃを介して２階と３階との間を昇降するた
めの階段である。第二の直階段Ｓ２の昇降方向は、南北方向に延びている。第二の直階段
Ｓ２は、北側から南側に向かって下る向きに設けられている。すなわち、平面視において
、第二の直階段Ｓ２の上り方向は、第一の吹抜け部Ｒ１側に向かう方向である。第一の直
階段Ｓ１と第二の直階段Ｓ２とは、平面視において、昇降方向が互いに平行であり、昇降
方向が互いに逆方向となっている。
【００３１】
　平面視において、３階の床３０ｆに設けられた開口部３０ｃと、２階の床２０ｆに設け
られた開口部２０ｃとは、南北方向の位置がほぼ同じとなっている。床３０ｆには、開口
部３０ｃの東側及び南側の端縁に沿って腰壁３３が設けられている。
【００３２】
　西側外周壁Ｗ３における開口部３０ｃの近傍には、開口部Ｗ３ａが設けられている。開
口部Ｗ３ａは、３階の床３０ｆから３階の天井に亘って設けられている。開口部Ｗ３ａに
は、採光窓３４が取り付けられている。本実施形態において、採光窓３４は、折れ戸式の
窓である。但し、採光窓３４の種類は折れ戸式に限定されない。
【００３３】
　洗面・浴室３１は、３階居室３０の北側に設けられている。ベランダ３２は、洗面・浴
室３１の北側に設けられている。
【００３４】
　次に、建物の１階と２階との上下方向の関係について説明する。主に図６に示すように
、ダイニングキッチン１２の上方には、２階居間２０が位置している。第一の吹抜け部Ｒ
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１は、ダイニングキッチン１２及び２階居間２０に隣接するとともに、ダイニングキッチ
ン１２及び２階居間２０に連通している。ダイニングキッチン１２の床１２ｆと第一の吹
抜け部Ｒ１の床Ｒ１ｆとは連続している。２階居間２０の天井と第一の吹抜け部Ｒ１の天
井とは連続している。第一の吹抜け部Ｒ１の床Ｒ１ｆは、ダイニングキッチン１２側（南
側）よりも、ダイニングキッチン１２側とは反対側（北側）が高い雛壇状に形成されてい
る。
【００３５】
　建物Ｘの２階において、低床部２０ｂは、基準床部２０ａよりも床レベルが低い。すな
わち、第一の吹抜け部Ｒ１、低床部２０ｂ及び基準床部２０ａを通るように２階居間２０
を南北方向に沿って見たときに、２階居間２０の床２０ｆは、第一の吹抜け部Ｒ１側（北
側）が第一の吹抜け部Ｒ１側とは反対側（南側）よりも低い雛壇状に形成されている。
【００３６】
　ダイニングキッチン１２の天井のうち、低床部２０ｂの直下に位置する部分の天井１２
ａの高さは、基準床部２０ａの直下に位置する部分の天井１２ｂの高さよりも低い。ダイ
ニングキッチン１２において、低床部２０ｂの直下には、テーブル（第一の着座装置）１
２ｃが設けられている。すなわち、テーブル１２ｃは、ダイニングキッチン１２において
天井高さが低い位置に設けられている。テーブル１２ｃは、雛壇状に形成された第一の吹
抜け部Ｒ１の床Ｒ１ｆの段差部分に近接する位置に配置されている。テーブル１２ｃの周
囲に、椅子１２ｄが設けられていてもよい。
【００３７】
　第一の吹抜け部Ｒ１の床Ｒ１ｆの最上段部には、着座装置（第二の着座装置）１１ａが
設けられている。着座装置１１ａは、例えば、ソファー、ベンチ、堀座卓等、着座が可能
な装置である。
【００３８】
　第一の吹抜け部Ｒ１の床Ｒ１ｆには、床下収納Ｒ１ａが設けられている。床下収納Ｒ１
ａは、雛壇状に形成された床Ｒ１ｆの段差部分を利用して、側面に開口を有し横方向に収
納部を引き出し可能な引き出し式の収納であってもよい。また、床下収納Ｒ１ａは、上面
の蓋が開閉可能に設けられた掘り込み式の収納であってもよい。
【００３９】
　図１、図２及び図６に示すように、第一の吹抜け部Ｒ１には、床Ｒ１ｆの最上段部と２
階の寝室２１との間を昇降するための梯子（補助昇降手段）１１ｂが設けられている。な
お、寝室２１における第一の吹抜け部Ｒ１に面する側の壁２１ａには、開口部２１ｂが設
けられている。寝室２１と第一の吹抜け部Ｒ１の床Ｒ１ｆとは、梯子１１ｂを用いて開口
部２１ｂを介して往来することができる。寝室２１と第一の吹抜け部Ｒ１の床Ｒ１ｆとの
間を昇降可能な装置であれば、梯子１１ｂ以外の装置（例えば固定式の階段）を用いても
よい。
【００４０】
　次に、建物Ｘの採光について説明する。ここでは、３階の西側外周壁Ｗ３に設けられた
採光窓３４から取り込んだ光を、１階に導く場合について説明する。ここで、図１に示す
ように、１階において光が導かれる領域を至光部Ａ３とする。図７に示すように、至光部
Ａ３は、２階の床２０ｆに設けられた開口部２０ｃよりも下方に位置している。至光部Ａ
３は、採光窓３４と、開口部２０ｃとをつなぐ直線上に位置している。すなわち、至光部
Ａ３は、１階居間１１において第一の直階段Ｓ１の東側の領域である。
【００４１】
　なお、３階の床３０ｆに設けられた開口部３０ｃは、採光窓３４と、２階の床２０ｆに
設けられた開口部２０ｃとをつなぐ直線上に位置している。すなわち、採光窓３４、３階
の床３０ｆに設けられた開口部３０ｃ、２階の床２０ｆに設けられた開口部２０ｃ、及び
至光部Ａ３は、平面視において、南北方向の位置がほぼ同じとなっている。
【００４２】
　図２に示すように、平面視において、２階の床２０ｆにおける開口部２０ｃよりも至光
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部Ａ３側（東側）の領域を至光部側床領域Ａ２とする。また、平面視において、２階の床
２０ｆにおける開口部２０ｃよりも採光窓３４側（西側）の領域を採光部側床領域Ａ１と
する。採光部側床領域Ａ１とは、低床部２０ｂの床部分である。上述したように、低床部
２０ｂは、基準床部２０ａよりも床レベルが低い。すなわち、採光部側床領域Ａ１は、至
光部側床領域Ａ２よりも床レベルが低い。採光部側床領域Ａ１は、平面視において、３階
の床３０ｆに設けられた開口部３０ｃと、２階の床２０ｆに設けられた開口部２０ｃとの
間に位置している。
【００４３】
　西側外周壁Ｗ３における開口部Ｗ３ａの端縁のうち、採光窓３４の下端に位置する端縁
には、図７に示すように断面視において、採光窓３４から至光部Ａ３へ向かう光の進行方
向に略並行な（進行方向に沿った）面取り部Ｗ３ｂが設けられている。なお、断面視にお
ける断面とは、建物Ｘを鉛直方向に切った場合の断面である。至光部側床領域Ａ２におけ
る開口部２０ｃ側（西側）の端縁には、図７に示すように断面視において、採光窓３４か
ら至光部Ａ３へ向かう光の進行方向に略並行な面取り部Ａ２ａが設けられている。３階の
床３０ｆにおける開口部３０ｃの端縁のうち、至光部Ａ３側に位置する端縁には、図７に
示すように断面視において、採光窓３４から至光部Ａ３へ向かう光の進行方向に略並行な
面取り部３０ｄが設けられている。
【００４４】
　採光窓３４から建物Ｘ内に入射した光は、３階の床３０ｆに設けられた開口部３０ｃ、
２階の床２０ｆに設けられた開口部２０ｃを介して至光部Ａ３に到達する。
【００４５】
　本実施形態は以上のように構成され、例えば図６に示すように、第一の吹抜け部Ｒ１の
床Ｒ１ｆは、ダイニングキッチン１２側（南側）よりもダイニングキッチン１２側とは反
対側（北側）が高い雛壇状に形成されている。これにより、第一の吹抜け部Ｒ１の床Ｒ１
ｆに座る人又は雛壇の段部に腰掛けている人など第一の吹抜け部Ｒ１にいる人と、２階居
間２０にいる人との高さ方向の距離が近くなる。従って、第一の吹抜け部Ｒ１にいる人と
２階居間２０にいる人とが自然に対面しやすくなり、両者が顔を合わせながらコミュニケ
ーションを容易に図ることができる。
【００４６】
　２階居間２０には、第一の吹抜け部Ｒ１側の領域に低床部２０ｂが設けられている。こ
の場合、第一の吹抜け部Ｒ１にいる人と、２階居間２０の低床部２０ｂにいる人との高さ
方向の距離がより一層近くなる。従って、第一の吹抜け部Ｒ１にいる人と２階居間２０の
低床部２０ｂにいる人とがより一層自然に対面しやすくなる。
【００４７】
　ダイニングキッチン１２において、２階居間２０の低床部２０ｂの直下には、テーブル
１２ｃが設けられている。これにより、テーブル１２ｃが設けられた空間は、着座を前提
とした空間となる。着座を前提とした空間は、天井高さを高く確保する必要性が低い。従
って、２階居間２０に低床部２０ｂを形成してコミュニケーションの促進を図りつつ、ダ
イニングキッチン１２において天井高さが低くなる空間を有効利用できる。
【００４８】
　テーブル１２ｃは、雛壇状に形成された第一の吹抜け部Ｒ１の床Ｒ１ｆに近接する位置
に配置されている。この場合、雛壇状に形成された床Ｒ１ｆの段差部分に腰掛けて、テー
ブル１２ｃを利用することができる。このように、第一の吹抜け部Ｒ１の床Ｒ１ｆの段差
部分を有効利用できる。
【００４９】
　２階の低床部２０ｂにおける第一の吹抜け部Ｒ１側の端縁２０ｆａには、透視性を有す
る手摺り２２ｂが設けられている。これにより、低床部２０ｂの人が第一の吹抜け部Ｒ１
側に移動しなくとも、第一の吹抜け部Ｒ１にいる人と低床部２０ｂにいる人との間での視
認性が確保できる。
【００５０】



(9) JP 2016-79725 A 2016.5.16

10

20

30

40

　第一の吹抜け部Ｒ１の床Ｒ１ｆの最上段部には、着座装置１１ａが設けられている。着
座装置１１ａが設けられる位置は、第一の吹抜け部Ｒ１において２階居間２０にいる人を
最も視認しやすい位置である。従って、着座装置１１ａに座ることにより、第一の吹抜け
部Ｒ１にいる人と２階居間２０にいる人とのコミュニケーションをより一層容易に図るこ
とができる。
【００５１】
　建物Ｘは、１階と２階との間を昇降するための第一の直階段Ｓ１と梯子１１ｂとを備え
ている。また、梯子１１ｂは、第一の吹抜け部Ｒ１の床Ｒ１ｆの最上段部に設けられてい
る。これにより、建物Ｘの１階と２階とを第一の直階段Ｓ１又は梯子１１ｂを用いて容易
に往来できる。また、梯子１１ｂが第一の吹抜け部Ｒ１の床Ｒ１ｆの最上段部に設けられ
ているので、梯子１１ｂを用いて昇降する距離が短くなる。
【００５２】
　第二の吹抜け部Ｒ２は、２階の低床部２０ｂの床における端縁２０ｆｂに沿って設けら
れている。これにより、第一の吹抜け部Ｒ１にいる人と２階居間２０の奥まった位置（第
一の吹抜け部Ｒ１から離れた位置）にいる人とが、互いに第二の吹抜け部Ｒ２を介して容
易に視認することができる。
【００５３】
　建物Ｘは、２階と３階との間を昇降するための第二の直階段Ｓ２を備えている。第二の
直階段Ｓ２の上り方向は、平面視において、第一の吹抜け部Ｒ１に向かう方向である。こ
の場合、第一の吹抜け部Ｒ１にいる人と２階居間２０にいる人とが第二の吹抜け部Ｒ２を
介して互いに視認する際の視認性を、第二の直階段Ｓ２が阻害することを抑制できる。ま
た、第二の吹抜け部Ｒ２の上方の空間を階段スペースとして有効利用できる。
【００５４】
　第一の吹抜け部Ｒ１の床Ｒ１ｆには、床下収納Ｒ１ａが設けられていている。これによ
り、雛壇状に形成することによってできる床下空間を有効利用することができる。
【００５５】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は、上記実施形態に限定されるも
のではない。例えば、図８に示すように、第一の吹抜け部Ｒ１の天井には、２階居間２０
側（南側）よりも２階居間２０側とは反対側（北側）が低くなる傾斜部Ｒ１ｇが設けられ
ていてもよい。この場合、２階居間２０にいる人の視線方向が傾斜部Ｒ１ｇの傾斜に沿っ
て自然と下方向を向く。これにより、２階居間２０にいる人が第一の吹抜け部Ｒ１にいる
人と自然に対面しやすくなる。なお、２階居間２０側よりも２階居間２０側とは反対側が
低くなっていれば、第一の吹抜け部Ｒ１の天井に傾斜部Ｒ１ｇを設けることに限定されな
い。例えば、第一の吹抜け部Ｒ１の天井が、２階居間２０側よりも２階居間２０側とは反
対側が階段状に低くなる天井であってもよい。また、第一の吹抜け部Ｒ１の天井が、２階
居間２０側よりも２階居間２０側とは反対側が低くなるように、断面円弧状に湾曲した天
井であってもよい。
【００５６】
　また、上記実施形態及び変形例では、３階建ての建物Ｘを例に説明したが、３階建てに
限定されない。上記で説明した建物Ｘの各部屋の用途は一例であり、各部屋の用途は限定
されない。
【符号の説明】
【００５７】
　１１ａ…着座装置（第二の着座装置）、１１ｂ…梯子（補助昇降手段）、１２…ダイニ
ングキッチン（第一階層部）、１２ｃ…テーブル（第一の着座装置）、２０…２階居間（
第二階層部）、３０…３階居室（第三階層部）、２２ｂ…手摺り、Ｒ１…第一の吹抜け部
、Ｒ２…第二の吹抜け部、Ｓ１…第一の直階段（主昇降手段）、Ｓ２…第二の直階段（直
階段）、Ｒ１ｆ…床（第一の吹抜け部の床）、Ｘ…建物。
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